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本稿はヘイマンス・ファン・アンローイ「シアク王国に関するノート」
H.A. Hijmans van Anrooj, ‘Nota omtrent het rijk van Siak’, Tijdschrift voor
Indische Taal-, Land- en Volkenkunde, vol. 30 (1885), pp. 259390のうちの
第１章「歴史的序論 Historische Inleiding」の全訳である。
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まれた。他方アガム Agam（パシシル Pasisir)，タナ・ダタル Tanah datar，






























がやがてヤン・ディプルトゥワン・ブサル Yang Dipertuwan Besar〔王]，


































































































に別の兄弟サイド・アフマド Said Ahmadにトゥビン・ティンギ Tebing
tinggiとそのまわりの島々を与えた。サイド・アフマドはトンク・ブンス
Bungsu の名で，またトンク・パンリマ・ブサル・トゥビン・ティンギ



























































































































































ブ・バダク sumbuh badak (犀角)，グリガ guliga（牛黄)，ガハル・ムルパ

























































































































pulei，クンパス kempas，カユ・アラ kayu arah，バビ・クルス babi kurus。
内陸ではこれらに加えてルンガス・マヌク rengas manuk，チュンプダク














・プティ Tanah Putih，バンカ Bangka，クブ Kubu，またタンジョン Tan-






ブル・バクト Buru Bakut，スカト・バカウ Sekat Bakau，ブンカリス島の





































































































4) 訳注 １ピコル pikol＝100カティ katiは約61.8キログラム。
5) 原注 いわゆる信頼しうる人々のこうした情報はあまり重視されていな
い。それはスマトラにおける野性馬の出現という情報と同程度の
信頼度である。
6) 訳注 １リンギト＝８マヤムは約20.7グラム。
7) 原注 実際にはそれほど危険ではない。
8) 訳注 １ガンタン＝８分の１ピコル。１チュパク＝４分の１ガンタン。
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